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次年度クラブ協議会
令和元年5月22日（水）

大橋　卓司
本日はクラブ協議会ということで、次年度に向けて
しっかりとご準備をお願いいたします。

佐野　栄作
本日は次年度に向けてのクラブアッセンブリーです。
よろしく御願いします。

柿木　國夫
私達の会社も昭和、平成を経て、52年。多くの皆様
方の御支援の賜と感謝しております。
日本の国も新しく令和を迎えお代替わりされました。
私もこれを機に息子と変わりました。
今後ともよろしくお願い致します。

村上　則宏・内海　　薫・庄司　　武
大村　裕史・井野　隆弘・田中　浩行
増田　耕太郎・櫻井　宣孝・中谷　利幸
吉川　　弘・青柳　　淳・澤田　孝彦
花をかざりましょう。

伊藤　勝之
早退しますので。

例会記録　2019.5.22（水）　通算 1925 回
ソ ン グ

出 席 報 告
（5月15日例会報告）

出 席 報 告
（5月22日例会報告）

「奉仕の理想」「四つのテスト」

　４月２４日　会員数４３名　欠席者 　７名　  出席率　80.48％ （修正による）
　（この内出席免除者　１０名） 

　５月１５日　会員数４３名　欠席者 １３名　  実出席者数　２６名
　（この内出席免除者　１０名）   　出席率　66.66％

　５月　８日　会員数４３名　欠席者 　７名　  出席率　82.50％ （修正による）
　（この内出席免除者　１０名） 

　５月２２日　会員数４３名　欠席者 １６名　  実出席者数　２３名
　（この内出席免除者　１０名）   　出席率　58.97％

～ローストビーフ重～

・ロータリーの友５月号紹介

クラブ会報・広報・記録委員会
◇藤本　明久会員



◇  プログラム予定  ◇

会　長　　大　橋　卓　司
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　柳　　　淳 クラブ会報・広報・記録委員長　　三　枝　丈　次

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

5 月 29 日（水）各委員会報告 カツカレー
６月 5日（水）各委員会報告（前週の続き） 天おろしそばといなり寿し
６月 12日（水）会長・幹事退任挨拶 洋食弁当
６月 22日（土）創立記念例会

何号か前の「ロータリーの友」に、「日本のロータリーが継承する伝
統とは何か？その中核を成すものは、“職業奉仕”と“例会”であろう」
という、2630地区のパストガバナーの話が掲載されていました。要す
るに、日本のロータリーにとっては“職業奉仕”と“例会”が根幹であり、この伝統を今後も堅
持していくことが大事という様な内容であります。
さて、その“職業奉仕”ですが、本年度、庄司職業奉仕委員長が卓話の中でわかりやすく解
説していただいたので、ここでは割愛させていただきます。もうひとつの“例会”について、
先ほどのパストガバナーはこう話されています。
「例会に出席できるということは、職業の健全、自分自身は無論のこと、家族の健康、そし
て温かく迎え入れてくれる仲間の笑顔があっての喜びである。それは、人生の「幸せ」と同
義語である。」
この話を受けて、その後に出た『ロータリーの友』の“友愛の広場”欄で、
あるロータリアンは、「私は廃業を経験しました。生業を変えて現在に至っ
ています。数年前には50日間の入院もしました。現在は健康を取り戻し、
ロータリー歴24年間、例会に元気に出席し続けられることを本当にあり
がたいことだと思っています。人は誰でも日々の生活の中で、仕事かもし
れませんし、人間関係かもしれませんが、何らかの課題を抱えているものです。もちろん課
題は人によって異なるはずです。それでも例会に出て食事しながら話が興に乗り、機転の利
いた一言で腹の底から笑い合う時、幸福感はやってきます。」と記されていました。

我がクラブを見渡すと、丁度先日お配りした40周年記念誌の中に良
い言葉を見つけました。DVDメッセージの中で、志方会員は、「今まで
健康で来られたことに感謝です。ありがとうございます」お一人だけ“健
康”というワードを使われていたので記念誌の会員ページも読んでみる
と、その中で、「入会してから欠席しないことを心に決めて、皆出席の
ために健康には特に気を付けました。早寝早起きを信条として、食事は
腹八分を守りました。自己管理を徹底したお蔭か、70歳も後半に入り

ましたが、健康です。」私などは、時々、食べ過ぎたり、飲み過ぎたりしていますので素晴ら
しい先輩会員を見習いたいと思います。もちろん会員の中には、表に出さなくても健康面の
自己管理をきっちりなさっている方もいらっしゃるでしょうし、また、大病を克服されて先
ほどのロータリアンの様に元気に出席されている方もいらっしゃいます。
いずれにしても、若手もベテランもこの週に一度の出会いの機会を大切にしながら、元気
な姿で今後共、切磋琢磨していくことを願って会長の時間を終わります。

幹事報告　第 42 回（通算 1815 回）

１．公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より
　　ハイライトよねやまが届いております。

２．兵庫県陶芸美術館より
　　特別展「恋する古伊万里 ― かたちとデザインの魅力」招待券が届いております
　　興味がある方は、ご自由にお取りください。

３．相生ＲＣより
　　週報が届いております。
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